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全国肝炎対策担当者会議資料2（平成28年6月6日）



市川市

全47都道府県に少なくとも１つの
肝疾患診療連携拠点病院が設置
（計70病院）

肝炎情報センターの役割

① インターネット等による最新情報提供
肝疾患医療に関する診療ガイドライン、肝炎
診療をめぐる国内外の情報

② 拠点病院間情報共有支援
肝疾患診療連携拠点病院で構成する協議
会組織の事務局機能を担うなど拠点病院間の
情報共有

③ 研修機能
肝疾患診療連携拠点病院等の医療従事者
に対する研修の企画・立案・推進

３つの役割

平成20年11月に設置



複数の拠点病院がある都道府県
北海道 北海道大学病院

旭川医科大学病院
札幌医科大学附属病院

秋田県 秋田大学医学部附属病院
市立秋田総合病院

茨城県 日立総合病院
東京医科大学茨城医療センター

栃木県 自治医科大学附属病院
獨協医科大学病院

東京都 虎の門病院
武蔵野赤十字病院

神奈川県横浜市立大学附属市民総合医療センター
聖マリアンナ医科大学病院
北里大学病院
東海大学医学部付属病院

富山県 富山県立中央病院
市立砺波総合病院

静岡県 順天堂大学医学部附属静岡病院
浜松医科大学医学部附属病院

愛知県 名古屋市立大学病院
愛知医科大学病院
藤田保健衛生大学病院
名古屋大学医学部附属病院

滋賀県 滋賀医科大学医学部附属病院
大津赤十字病院

京都府 京都大学医学部附属病院
京都府立医科大学附属病院

大阪府 大阪市立大学医学部附属病院
大阪大学医学部附属病院
大阪医科大学附属病院
関西医科大学総合医療センター
近畿大学医学部附属病院

和歌山県南和歌山医療センター
和歌山県立医科大学附属病院

広島県 広島大学病院
福山市民病院

香川県 香川大学医学部附属病院
香川県立中央病院

塗りつぶしは、ブロック単位4



肝疾患診療連携拠点病院の現状調査
国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター

〇平成28年度分につき、平成29年7月に調査し全70拠点病院か
ら回答を得た（一部、未回答項目あり）。

〇過去の調査結果との比較集計を行った。
平成21年度（平成22年 5月に調査）：55病院から回答
平成22年度（平成23年 7月に調査）：66病院から回答
平成23年度（平成24年12月に調査）：70病院から回答
平成24年度（平成25年12月に調査）：70病院から回答
平成25年度（平成26年10月に調査）：70病院から回答
平成26年度（平成27年9月に調査） ：70病院から回答
平成27年度（平成28年7月に調査） ：70病院から回答

〇一部、平成27年度から新たに調査した項目を含む。



H28年度 拠点病院活動現状調査
肝疾患診療連携拠点病院の現状調査（平成28年度分）

平成28年度（平成28年4月1日～平成29年3月31日）の状況についてお答え下さい

本調査のポリシー

記載される際の留意事項

1) 拠点病院名

2) 拠点病院指定年月日

3) 拠点病院のホームページのURLをお教え下さい ※肝疾患相談・支援センターのURLではありません

4) 貴施設の専門医・指導医の人数： 日本肝臓学会専門医 人； 日本肝臓学会指導医 人； 日本消化器病学会専門医 人

Ⅱ．患者支援

１．肝疾患相談・支援センターの設置・運営
１）肝疾患相談・支援センターの設置の有無 あり なし

「なし」の場合、設置の予定はありますか 予定あり 予定なし

「あり」の場合、以下を回答ください

貴院での名称
電話・FAX番号、ホームページURL TEL

FAX

１．特に指定がない限り、該当する全ての箇所の□をクリックして下さい。☑に変わります。

２．貴施設の拠点病院活動状況について、関係者（拠点病院事業担当者、事務担当者、相談員など）でご相談の上記載して頂き、１施設につき１報告という形でご提出ください。

３．回答に際して、都道府県担当者と相談・協議する必要はありませんが、適宜都道府県担当者に質問したり、相談したり、回答を共有したりすることを妨げるものではありません。

４．調査項目は、肝炎患者等支援対策事業及び肝炎情報センター戦略的強化事業の事業内容に準拠し、厚生労働省肝炎対策推進室との協議を踏まえ、作成しております。

５．記載要領については２シート目「(参考)記載要領」、各種事業の内容については３シート目「(参考)事業概要」をご覧ください。

I. 拠点病院基本情報

http://

○ 本調査は、拠点病院の現状を把握して今後に有効活用するためのものであり、肝炎情報センター戦略的強化事業の再委託費に直接影響を与えるものではありません
○ 活動状況が少ない施設を公表したりするなど、貴施設に不都合が生じることは厳に慎みます。

（以下、続く）

調査実施機関：平成29年7月4日～8月1日
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肝疾患診療連携拠点病院数 肝疾患相談・支援センターの設置
n=70



相談件数
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各ブロック別相談件数
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相談業務の担当者数
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主な相談対応職種
回答数
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相談内容 (件数)
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相談員用Ｑ＆Ａ
施設数
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肝臓病教室の実施
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市民公開講座の実施
施設数

n=70
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市民公開講座の実施回数施設数
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n=70
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コーディネーター養成の実施

（人）

コーディネーター養成人数*

*拠点病院における養成人数。

n=70
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コーディネーター養成の実施
（ブロック別）



コーディネーター養成の実施
（ブロック別）
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肝炎ウイルス陽性者注意喚起・受診勧奨の取り組み
（ブロック別）
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H29肝炎情報センターの活動目標

 情報発信

 連携強化

 研修充実

ホームページ、Facebookの更新・運用

拠点病院活動現状調査と結果の共有
肝炎対策地域ブロック戦略会議の開催
拠点病院事業評価指標の運用（研究班との連携）

研修会の充実とアーカイブ資料提供
相談員業務支援ツールの運用
肝炎医療コーディネーター養成支援



http://www.kanen.ncgm.go.jp/ 30

新・肝炎情報センターHP

平均セッション数：62,173/月
平均ページビュー数：93,941/月

H28年度コンテンツ分析

H28年度アクセス解析

平成28年7月公開



〇平成28年度から新たに開始された会議

〇参加者：拠点病院、都道府県、肝炎対策推進室、肝炎情報センター

〇全国を①北海道・東北、②関東甲信越、③東海北陸、④近畿、⑤中国四国、
⑥九州の６ブロックに分けて、肝炎対策に係る各地域での課題解決に資する情
報提供、連携協力体制構築などに資する会議を開催するもの

〇平成28年度開催日程等
北海道・東北： 平成28年10月 4日 山形市保健センター
関東甲信越： 平成28年10月21日 山梨県立図書館
東海北陸： 平成28年 9月 2日 安保ホール
近畿： 平成28年10月28日 あべのハルカス
中国四国： 平成28年10月31日 ホテルJALシティ松山
九州： 平成28年 9月27日 JR博多シティ

肝炎対策地域ブロック戦略会議



H28年度 近畿ブロック会議
拠点病院からのご発表

 大阪市立大学医学部附属病院
・ 検診施設と連携した肝炎患者囲い込みの
取組み

・ 関連病院と連携した受診勧奨の取組み
・ 芸能人を活用した普及啓発活動の紹介等

 奈良県立医科大学附属病院
・ 県の肝疾患医療体制と肝炎対策関連事
業の実績

・ 県の課題と対策
・ 拠点病院事業活動報告
・ 電子カルテシステムを利用した受診勧奨の
取組み など

参加者（計76名）
福井県、滋賀県、大津市、京都府、京都市、兵庫県、神戸市、姫路市、尼崎市、西宮市、大阪府、高槻市、東大阪市、牧方市、豊中市、堺
市、奈良県、奈良市、和歌山県、和歌山市
福井県済生会病院、滋賀医科大学医学部附属病院、大津赤十字病院、京都府立医科大学附属病院、大阪市立大学医学部附属病院、
大阪大学医学部附属病院、大阪医科大学附属病院、関西医科大学総合医療センター、関西医科大学総合医療センター、近畿大学医学部
附属病院、兵庫医科大学病院、奈良県立医科大学附属病院、南和歌山医療センター、和歌山県立医科大学附属病院
厚生労働省肝炎対策推進室、肝炎情報センター

平成28年10月28日 あべのハルカス
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H28年度ブロック会議での主な討議事項

 受検率・陽性者受診率向上のための
方策は？目標をどう設定すべきか？

事業評価指標の必要性

 職域検診とのタイアップ方法、就労
支援のあり方は？

職域へのアプローチ

 肝炎医療コーディネーターの養成・
配置と認定は？

肝炎・医療コーディネーターに期待される役割



○目的
肝炎対策基本指針改定により設定された「肝硬変、肝がんへの移行者の減少の実現」に資することを目指し、各事業、医療
実施主体別に事業実施、医療提供の程度と質を評価する指標を作成する。

○内容
事業・医療の実施主体別に評価指標候補を作成し、専門家パネル委員による検討を踏まえ指標候補を確定する。
これらを自治体や拠点病院等に提言し、各実施主体毎の事業実施計画に反映させる等を実施し、その後の経過においても
評価・再検証を継続する。

○スケジュール（予定）

H29年度 H30年度以降

指標
候補
作成

拠点病院や自治体
での試験運用

 肝硬変移行率指標
評価（継続）

 患者等支援対策事
業実施計画書での
活用検討

指標候補の評価パネル委員会：肝臓専門医、自治体関係者、患者団体代表、有識者、厚労省肝炎対策推進室

内部検討 指標案
の提案

評価

運用後
の評価

評価

修正

12月 2～3月

再修正

「肝炎の病態評価指標の開発と肝炎対策への応用に関する研究」
（考藤班 29年度～31年度）

平成29年度肝炎対策地域ブロック会議資料



本システムでは、拠点病院等における相談員等が、肝炎患者からの様々な相談内容を個人情報に十分に配慮して記録・検索・編
集し、また、それをデータベース化することで、個々の事例に適した対応ができるよう、補助ツールとしての活用が期待され、全国的な相
談員の質の均てん化により、肝炎患者の悩みの軽減や生活の質の向上へとつなげることができる。

「肝炎対策基本指針」第４（２）シにおいて、「肝炎患者等への相談対応について、都道府県及び肝疾患診療連携拠点病院
（以下「拠点病院」という。」）は、地域の実情に応じて適切な体制を整備する。」とされており、様々な状況におかれた肝炎患者等
の相談体制を充実させることが求められているところ。
このため、平成２６年度から２８年度まで厚生労働科学研究費補助金「肝疾患患者を対象とした相談支援システムの構築・運
用・評価に関する研究」において、「肝疾患患者相談支援システム」を構築し、研究協力機関にて試験的運用をしてきたところ。運用
の結果、当該システムの有用性が認められることから、全国の拠点病院に導入し、肝炎患者の相談支援に活用することとする。

 政策、制度概要

 対象業務

 主な関係者と役割 （国立研究開発法人）国立国際医療研究センター
肝炎・免疫研究センター
肝炎情報センターがシステムの管理・運用

Ａ拠点病院 Ｃ拠点病院

Ｂ拠点病院 Ｄ拠点病院

相談員（医師、看護師、事務職員等）

肝疾患患者相談支援
システム データベース

相談内容の記録
・検索・編集

・相談件数･動向の閲覧
・模範回答事例の検索
・相談員間での意見交換

タブレット端末、ＰＣ
端末等で操作肝炎患者からの相談

電話、メール、面談等

【厚生労働省】
システムの運営費等を補助
（肝炎情報センターへの委託費）

肝疾患患者相談支援システムについて



■期待される効果
【相談員の質の向上及び均てん化】

 相談員が対応する標準的な事例を学習することができる。
 対応に困る事例に対して、多施設の対応や模範解答を参考にできる。
 相談力の向上により適切な対応ができる。

肝疾患患者相談支援システム導入に伴う効果について

【全国の相談内容の動向把握、一部の情報の共有化】
 自施設だけでなく、全国の拠点病院間の相談内容の動向の把握、一部相談内容の情報

の共有ができる。共有に際しては個人情報に配慮する。

【利便性の向上】
 各相談対応者が自施設の相談内容の記録・検索・集計を行う事ができる。

患者さんの利益となるため満足度や生活の質の向上に繋がる



肝炎対策に関する英語論文
○ 我が国の肝炎対策を海外に紹介するため、肝炎情報センターと厚生労働省の共著による
英語論文を執筆し、平成29年３月にHepatology Research誌に掲載された。

http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/hepr.12897/full

平成29年度肝炎対策地域ブロック会議資料

http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/hepr.12897/full
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